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概要
本研究では，官公庁PDFと既存の数学のデータセットから独自データセットを構築し，3段階のパイプラインで日本語金融VLMを開発した．
Phase 1で視覚–言語の対応付けと指示理解を獲得し，Phase 2で独自の数学データセットにより推論能力を強化した．Phase 3では金融ドメ
インに特化し，文書画像の直接入力によりテキストのみの学習を超える知識獲得を目指した．
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参考資料３ 

食品表示部会設置・運営規程 

 

平成２１年１２月１日 

消費者委員会決定 

 

（総則） 

第１条 消費者委員会令（平成２１年政令第２１６号）第１条第１項の規定

に基づき設置する食品表示部会の設置及び所掌事務、会議並びに議事録の

作成等については、この規程の定めるところによる。 

 

（部会の設置） 

第２条 委員会に食品表示部会（以下「部会」という。）を置く。 

 

（所掌） 

第３条 部会は、以下の事項について、調査審議する。 

 一 食品衛生法に基づき、内閣総理大臣が、販売の用に供する食品、添加

物、容器包装等の表示の基準を定める際に、意見を述べること。 

二 農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律に基づき、内閣

総理大臣が、飲食料品の品質の表示の基準を定めようとするときに、意

見を述べること。 

三 その他食品の表示に関すること。 

 

（調査会の設置） 

第４条 部会長は、必要に応じて、委員会の同意を得て当該部会に調査会を

置くことができる。 

２ 調査会は、部会が行う審議に関し、必要な専門的事項を調査する。 

３ 調査会に属すべき構成員は、委員長が委員、臨時委員及び専門委員のう

ちから指名する。 

４ 調査会には座長を置き、当該調査会に属する構成員から委員長が指名し、

座長は、当該調査会の事務を掌理する。 

５ 座長に事故があるときは、当該調査会に属する構成員のうちから座長が

あらかじめ指名する者が、その職務を代理する。 

 

（議事録） 

第５条 部会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成するもの

とする。 

 一 会議の日時及び場所 

 二 出席した委員の氏名 

 三 議題となった事項 

 四 審議経過 

 五 審議結果 

 1

参考資料３
食品表示部会設置・運営
規程
平成２１年１２月１日
消費者委員会決定
（総則）
第１条 消費者委員会令
（平成２１年政令第２１６
号）第１条第１項の規定
に基づき設置する食品表
示部会の設置及び ...(以下
省略)

Q1: この条例の制
定日はいつで
すか？
A1: 平成２１年１
２月１日
Q2: この条例の制
定日はどこに記載
されていますか？
A2: 画像の右上に、
「平成２１年１２月
１日」と明記されて
います。

Phase2 のデータセットの例：
<Problem>What is the value of the expression (37+

12)2 − (372 + 122)?</Problem>
<Thinking> I need to evaluate (37 + 12)2 − (372 +

122). (a+ b)2 = a2+ 2ab+ b2. So, (37 + 12)2 = 372+

2 · 37 · 12+122. Subtracting: 2 · 37 · 12. 37 · 12 = 444,
2 · 444 = 888. </Thinking>
<Answer>888</Answer>

Phase3 のデータセットの例：
Q:文書によると、「刈り込みDI」が0のとき、ど
のような経済状況を示すか。（答えの形式: 経済
状況を説明する短い文）
A:急激な上昇または下降した経済指標がなく、
極端な景気変動の可能性が低い

Phase 1 基礎的なVLMの開発
Stage 1: キャプション・OCR事前学習
目的 視覚と言語の対応付けの確立
データ 日本語キャプション＋官公庁PDFからOCRデータ
学習 Projectorのみ更新（Vision Encoder・LLM凍結）

Stage 2: 指示チューニング
目的 視覚的指示理解能力の獲得
データ 日本語VQA＋官公庁PDFからマルチターンQAを生成
学習 Vision Encoder + Projector + LLM（LoRA）を全て更新

Phase 2 推論機能の強化
目的 知識蒸留によるLLMの数学的推論能力の強化
データ 複数の数学データセットから，Qwen3を用いて途中の推論過程を付与したデータセットを生成（計∼10万件）
学習 LLMのみ（QLoRA）を学習

Phase 3 領域特化のための機能の開発
Stage 1: テキストベース金融QA
目的 金融ドメインのテキスト理解力の獲得
データ 既存金融QA 3種（ConvFinQA / FinQA / TAT-QA）
学習 LLMのみ（LoRA）を学習

Stage 2: VLMベース文書読解
目的 文書画像の直接入力によるテキストを超えた文脈理解
データ 官公庁のPDFから金融/経済関連のQAを作成（∼3.2万件）
学習 Vision Encoder凍結，Projector + LLM（LoRA）を更新

結果

Phase1 Phase2 Phase3 Llama-
3.3-70B

Qwen-
14B-
Chat

GSM-8K 64.6 73.2 71.9 – 59.3

EDINET Bench
earnings† 0.532 0.500 0.458 0.41 –
fraud† 0.472 0.534 0.580 0.59 –
industry 8.5 6.9 6.5 14.0 –

JP Fin Harness 54.2 31.6 49.6 – 49.1
†ROC-AUC。その他はAccuracy（%）。– は未評価。

考察
Phase1の学習では，スクレイピング対象の官公庁PDFに金融関連の
情報が含まれており，作成したデータセットを通じて金融知識を獲
得した可能性がある．
Phase2では数学推論が向上した（GSM-8K: 64.6 → 73.2）一方，金融
タスクの性能が大幅に落ちた．しかし，Phase3で金融QAデータを学
習した結果，金融タスクでの性能が回復し，本手法の有用性が示さ
れた．
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